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論述審査(語学) 

問題用紙 
 

・ 論述審査（語学）の解答は、事務局より送付された解答用紙を開き、各自の作業環境において、 

マイクロソフトWordで作成し、後述の【提出先】へアップロードしてください。 

・ Word ファイル名は、「受験番号 -（ハイフン）問題番号」としてください。 

・ 答案は、他の人に相談せず、独力で作成してください。 

 

【提出期限】  2022年 9月 28日（水）14:00受信まで 

（提出〆切の日時を過ぎて本学で受信が確認された場合は無効）  

 

【提出先】   以下のフォームから、解答ファイルをアップロードしてください。 

 

フォーム提出先×××××××××××××× 

 

提出が正常に完了した場合は、Google forｍｓより受領確認メール（件名「博士後期課程

入試 論述審査（語学） 2022年 10月実施」）が届きます。3時間以内に届かない場合

は、問合せ先メールへご連絡下さい。 

Google フォームのファイルアップロード機能を使用しているため、 

Googleアカウントのログインを求められます。 

アカウントをお持ちでない（作成方法がわからない）場合は 9月 21日（水）までに 

以下のメールへお問い合わせ下さい。 

 

問い合わせ先：××××××××××××   博士後期課程 入試委員会宛 
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次の 3つの論文を読み、以下の問１～５に答えなさい。すべて日本語で解答すること。 

いずれもオンラインにて無料で全文入手可能な論文である。入手や出題に関する質問については受け付けない。 

 

論文１ 

Duran, M. (2021). Reflection of COVID-19 Pandemic on the Drawings of Pre-School Children: A 

Phenomenological Study. African Educational Research Journal, 9(1), 86-99. 

論文２ 

Yates, A., Starkey, L., Egerton, B., & Flueggen, F. (2020). High school students’ experience of 

online learning during Covid-19: the influence of technology and pedagogy. Technology, Pedagogy 

and Education, 30(1), 59-73. 

論文３ 

Carey, J. C. (2020). School-based counseling in the United States: Mode of practice and international 

comparisons related to five dimensions of practice. Journal of School-Based Counseling Policy and 

Evaluation, 2(1), 63-70. 

 

問１ 論文１について、以下の問いに答えなさい。 

 

問１－１） 

RESULTS, DISCUSSION AND RECOMMENDATIONSの According toから始まる 

第４パラグラフを日本語に訳しなさい。 

 

問 1-２） 

論文１に用いられた研究方法を実施する際に研究者が留意すべき事柄のうち、調査対象者の特徴を 

ふまえ、あなたが特に重要と考える点を３つあげなさい。それぞれ 25字以内で答えなさい。 

 

 

問２ 論文２について、以下の問いに答えなさい。 

 

オンライン学習を進める上で有効と考えられる方法や考慮点について、collaboration, motivationの 

視点から説明しなさい。 

 

 

問３ 論文３について、以下の問いに答えなさい 

 

問３-１） 

調査対象国の多くで、スクールカウンセラーの役割として不適切と考えられていたのはどのような活動か、

説明しなさい。 

 

問３-２） 

著者は、調査の回答率が低いとどのような問題が生じる可能性があると述べているか、説明しなさい。 
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問４ 論文１～３について、以下の問いに答えなさい 

 

それぞれの論文で使用されたデータ収集方法をすべて答えなさい。 

 

 

 

問５  

 

提示された３つの論文のうち 1編を選び、該当論文（の結果）はあなたの専門分野における教育実践に 

どのような貢献をすると考えられるか論じなさい。 
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論述審査(語学) 

問題用紙 
 

・ 論述審査（語学）の解答は、事務局より送付された解答用紙を開き、各自の作業環境において、 

マイクロソフトWordで作成し、後述の【提出先】へアップロードしてください。 

・ Word ファイル名は、「受験番号 -（ハイフン）問題番号」としてください。 

・ 答案は、他の人に相談せず、独力で作成してください。 

 

【提出期限】  2023年 2月 22日（水）14:00受信まで 

（提出期限の日時を過ぎて本学で受信が確認された場合は無効）  

 

【提出先】   以下のフォームから、解答ファイルをアップロードしてください。 

 

フォーム提出先×××××××××××××× 

 

提出が正常に完了した場合は、Google forｍｓより受領確認メール 

（件名「博士後期課程入試 論述審査（語学） 2023年 3月実施」）が届きます。 

3時間以内に届かない場合は、問合せ先メールへご連絡下さい。 

Google formsのファイルアップロード機能を使用しているため、 

Googleアカウントのログインを求められます。 

アカウントをお持ちでない（作成方法がわからない）場合は 2月 11日（土）までに 

以下のメールへお問い合わせください。 

 

問い合わせ先：××××××××××××   博士後期課程 入試委員会宛 

  



星槎大学大学院 教育学研究科 博士後期課程 

2023度年 4月生 入学試験論述審査（語学）＿3月期（第 2回入試） 

 2 / 3 

 

提示された論文を読み、以下の問いに答えなさい。解答に際し、有料の論文を購入する必要はない。 

いずれもオンラインにて無料で全文入手可能な論文である。入手や出題に関する質問については受け付けない。 

 

論文１ 

Nguyen, P., Scheyvens, R., Beban, A., & Gardyne, S. (2022). From a Distance: The ‘New Normal’for Researchers 

and Research Assistants Engaged in Remote Fieldwork. International Journal of Qualitative Methods, 21, 

16094069221089108. 

論文２ 

Andrew M. Hammond, Dawn Penney & Ruth Jeanes (2020) Sport coaches as policy actors: an 

investigation of the interpretation and enactment of disability and inclusion policy in swimming in 

Victoria Australia. Sport, Education and Society, 25:5, 570-585, DOI: 

10.1080/13573322.2019.1628013 

 

問１ 論文１について、以下の問いに答えなさい。 

問１－１） 

本文中の”The RAs were, therefore, both insiders and outsiders to the research 

participants.”とはどのようなことか、具体的に説明しなさい。 

 

問 1-２） 

著者は、遠隔地でのフィールドワークの活用がどのような効果をもたらすと考えているか、それぞれ 20 字

以内で３点挙げなさい。 

 

問 1-3） 

reference リストから、状況変化を考慮しながら研究を進めるためのガイドラインを示している論文を探

し、"Post-hoc analysis"に関する追加手順の説明を日本語に訳しなさい。 

 

問 1-4) 

reference リストから、調査研究における通訳者の位置づけについて検討した論文を探し、当該論文の著

者(RE)が"reflexive model"において通訳者をどのように位置づけていたか答えよ。 
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問２ 論文２について、以下の問いに答えなさい。 

問 2－１） 

The inclusive swimming framework  には access; attitude, choice, partnerships, 

communication, policy and opportunities の 7つの柱があると説明されています。 

オーストラリア水泳連盟が示す、７つの柱の具体的な内容について、適切な資料を探し、それぞれで示され

ている、考慮すべきこと、重要な配慮について簡潔に説明しなさい。 

 

問 2-２） 

本研究はインタビューによって進められた研究の成果が報告されている。 

本研究の対象者および主なインタビュー項目を説明しなさい。 

 

問 2-3） 

結果内に Taken together, Bailey and Debbie’s experiences show that broader external 

actors limit club-level changes in the area of disability and inclusion. とあります。 

 

Bailey and Debbieはどのような経験について言及したのか、説明しなさい。 

 

 

問 3 

提示された 2 つの論文のうちいずれかを選び、該当論文（の結果）はあなたの専門分野における研究また

は教育実践にどのような貢献をすると考えられるか、200字程度で述べなさい。 

 


